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◎ 外国人住民人口
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◎ 外国人住民人口（推移） Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion

〇外国人住民数 4,048/236,447人(昨年比161人増) 、 外国人割合 １．71％
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Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion

年 中国 韓国・朝鮮 フィリピン ベトナム ブラジル タイ ネパール 台湾 インドネシア 米国 その他 合計

R４ 904 904 583 442 325 184 97 87 87 73 362 4,048

R３ 925 897 545 438 342 169 84 82 54 68 283 3,887

前年比 △21 ＋７ +３８ +４ △１７ +１５ +１３ +５ +３３ +５ +７９ +１６１

◎ 外国人住民人口（国・地域別）
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Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion

年 永住者
特別
永住者

定住者
日本人の
配偶者等

技能実習 留学 特定技能 技人国 家族滞在 特定活動 その他 合計

R４ 1,482 622 369 316 ２９８ 219 198 177 126 78 163 4,048

R３ 1,480 647 369 336 280 129 75 164 91 149 167 3,887

前年比 +2 △25 ±0 △20 +18 +90 +123 +13 +35 △71 △7 +161

◎ 外国人住民人口（在留資格別）
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Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion

（Ｒ４．１２．３１時点）

永住者
特別
永住者

定住者
日本人の
配偶者等

技能実習 留学 特定技能 技人国 家族滞在 特定活動 その他 合計

中国 537 0 62 48 21 81 7 34 42 7 65 904

韓国・朝鮮 166 621 28 30 0 38 0 7 2 0 12 904

フィリピン 292 1 115 79 40 8 7 18 8 1 14 583

ベトナム 8 0 1 4 166 21 154 32 9 45 2 442

ブラジル 198 0 92 28 0 3 0 1 2 0 1 325

タイ 74 0 36 39 10 9 3 3 2 2 6 184

ネパール 9 0 0 2 0 4 1 26 36 1 18 97

台湾 58 0 9 11 0 2 0 2 2 0 3 87

インドネシア 6 0 2 1 43 7 18 4 2 4 0 87

米国 21 0 7 24 0 2 0 10 0 0 9 73

その他 113 0 17 50 18 44 8 40 21 18 33 362

合計 1,482 622 369 316 298 219 198 177 126 78 163 4,048

◎ 外国人住民人口（国・地域、在留資格別）
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◎ 松本市多文化共生キーパーソン
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Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion◎ 多文化共生キーパーソン（１）

〇多文化共生キーパーソンＬＩＮＥ登録者

７4名（Ｒ５年2月16日時点）

〇松本市多文化共生キーパーソン登録者

８８名（Ｒ５年２月1６日時点）

前年同期比 ２３名増加
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Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion◎ 多文化共生キーパーソン（２）

〇多文化共生キーパーソンＬＩＮＥ発信数

40件（Ｒ4.4～Ｒ５.2）

〇発信内容

・防災情報

・多文化共生ツール紹介（日本語学習サイトなど）

・コロナワクチン情報

・研修会の案内

・国、県の出張相談会の案内

・プラザイベント情報

・給付金の案内 など
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Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion◎ 多文化共生キーパーソン（２）－１

・ 防災情報 ・ コロナワクチン

〇発信内容（一部）
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Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion
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◎ 多文化共生キーパーソン（３）

〇地域づくりセンター・公民館とキーパーソンの連携

地域づくりセンター・公民館の職員と、その地区に住むキーパーソンとの関係づくりのた
め、顔合わせ会を実施し、「地域で多文化共生をすすめるために」をテーマに意見交換を行
いました。

〇実施地区（キーパーソンの参加者数）
田川地区（３名）、里山辺地区（３名）、松南地区（２名）、神林地区（３名）、庄内地区
（2名）、笹賀地区（2名）、芳川地区（7名）



Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion
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◎ 多文化共生キーパーソン（３）－１

〇田川地区町内公民館長研修会（11月）

地区職員との顔合わせ会をきっかけに、キーパーソンと連携し、 田川地区の町内公民館
長を対象に「多文化共生」をテーマに研修を実施しました。
田川地区に住む、マレーシア出身・ブラジル出身のキーパーソンが講演されました。

多文化をあまり意識し過ぎず、同じ“人”として、対等
な関係でどう付き合っていくか、が大事ではないか。

田川地区は、外国人住民の割合が高い地区とは知らな
かった。

インパクトのあるお話だった。



Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion
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◎ 多文化共生キーパーソン（３）－２

〇公民館主事研修会（11月）

公民館主事研修会で、「多文化共生」をテーマに研修を実施、人権共生課の取り組み紹介
に加え、外国人当事者からのお話として、キーパーソンが講演をされました。



Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion◎ 多文化共生キーパーソン（４）

○松本市多文化共生キーパーソン研修会

日 時

１２月３日（土）10時～正午

場 所

勤労者福祉センター 大会議室

内 容

（1） 自己紹介

（2） キーパーソンの活動について
（3） 地域づくりセンター・公民館との顔合わせ会について
（4） グループワーク「自分の住んでいる地区の人に伝えたいこと」

（５） 地域日本語教育推進事業について

参加者

４５名

14



Plan for the Promotion of 
Intercultural Cohesion
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◎ 多文化共生キーパーソン（５）

〇災害時多言語支援センター設置訓練＆防災講座（１０月）

長野県・長野県国際化協会との共催で、「災害時多言語支援センター設置・運営訓練」、
「外国人県民のための防災講座」を実施し、多くのキーパーソンの参加がありました。
講師は、NPO法人多文化共生マネージャー全国協議会から2名派遣

センター設置・運営訓練

避難所巡回訓練

防災講座



◎ 全体の取組状況
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